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　小学生の頃から父親の後を継ぐと決めていました。きっかけは「房成りグレープトマト」の視察で父
の元に訪れた海外の人達。当時はトマトを房で収穫することが珍しく、その発想と先進的な技術を学び
に多くの人が訪れました。その時の父は格好良く、誇らしかったことを覚えています。
　現在、ミニトマトと水稲を営んでいます。直売がメインですが、今後は好評いただいているトマト狩
りをさらに拡大し、収穫体験を通して、大勢の方に農業と触れ合ってほしいです。
　農業という職業は人が生きていく上でなくてはならない職業です。しかし、農家の数は年々減少して
いるのが現状です。少しでも農業に興味を持ってほしい、ちょっとでもいいなと思ってほしい。こんな
時だからこそ、農業に憧れる人が出てくれば。自分がそんな「憧れ」になれたらと思っています。
　試行錯誤の毎日ですが、農業とは面白いもので「野菜は嘘をつかない」と言われているように、大切
に育てたらその分良いものができます。１００年先も農業という職業が続くよう、今ある技術を伝えて
いきたい。そしてこれから、家族で積み上げたスキルとアイデアをさらにもう一歩前進させ、国を超え
て「憧れの人」になれるよう、お客様からの「おいしい」という言葉を励みに頑張っていきます。

　

「
全
国
農
業
新
聞
」
は
全
国
農

業
会
議
所
が
発
行
す
る
、
経
営
と

暮
ら
し
に
役
立
つ
農
業
総
合
専
門

誌
で
す
。
「
週
刊
」
を
活
か
し
、

農
業
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
農
業

の
様
子
や
、
木
更
津
市
内
の
情
報

も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
見
本
を
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
木
更

津
市
農
業
委
員
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
ま
せ
ん
か

発
行
日　

毎
週
金
曜
日

（
月
四
回
）

購
読
料　

月
額

七
〇
〇
円

（
送
料
、
税
込
み
）

内
容
量　

Ｂ
三
版

　
　
　
　
　

　

一
〇
～
一
四
項
建

国を超えて国を超えて

　　 「憧れの人」に　　 「憧れの人」に

下内橋　引藤　崇さん
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日
頃
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
活

動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
年
度
当
初
の
挨
拶
で
お

話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

「
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
農
地
バ
ン
ク
法
）
」

の
改
正
法
案
が
五
月
十
七
日
に
、

与
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
、

成
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
、

地
域
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
、

農
地
バ
ン
ク
の
手
続
き
の
簡
素
化

な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

農
地
の
分
散
状
態
を
解
消
し
、

担
い
手
に
農
地
の
集
積
・
集
約
化

を
進
め
る
仕
組
み
と
し
て
、
平
成

二
六
年
に
農
地
中
間
管
理
機
構
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
三
十
年
度

に
は
、
農
地
利
用
集
積
率
は
全
国

平
均
で
約
五
六
％
と
な
り
ま
し
た

が
、
国
の
目
標
の
二
〇
二
三
年
に

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
率
八
割
の

実
現
に
は
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
千
葉
県
の
農
地
中
間
管

理
事
業
で
は
、
地
域
の
実
情
等
を

勘
案
し
、
県
内
農
地
面
積
の
五
割

を
担
い
手
が
利
用
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
二
九
年
度
末
の
千

葉
県
全
体
の
担
い
手
へ
の
集
積
面

積
率
は
約
二
三
％
、
木
更
津
市
は

約
十
八
％
と
、
低
い
値
に
留
ま
っ

て
お
り
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化

を
更
に
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
は
農
地
バ
ン
ク
事
業
の

円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
の
手
段

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
必
ず
し
も
十
分
と
は
言

え
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
法
律
の
改
正

ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化

に
向
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
・
地
図
作

成
・
話
合
い
・
取
り
ま
と
め
等
に

つ
い
て
、
農
業
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
、
地
域
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
積

極
的
に
関
与
す
る
事
と
し
、
農
業

委
員
会
の
果
た
す
役
割
が
明
確
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
農
業
委
員
会
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
、
益
々
大
き
く
な
っ

て
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
委
員

一
同
業
務
を
遂
行
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
か
ら
の
一
層
の
ご
理

解
ご
協
力
を
頂
き
た
く
、
お
願
い

申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
七
月
二
四
日
㈬
、
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
二
十
名
に
よ
る
視
察
研
修
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
現
在
、
農
地

利
用
の
最
適
化
に
向
け
、
農
地
の

集
積
・
集
約
化
活
動
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
効
率
的
・

効
果
的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
、

県
内
で
も
高
い
実
績
を
残
す
香
取

市
農
業
委
員
会
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
研
修
内
容
は
非
常
に

参
考
に
な
り
、
熱
心
に
質
問
す
る

委
員
の
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
は
先
進
的
な
技
術

を
取
り
入
れ
た
栽
培
を
行
っ
て
い

る
、
成
田
市
内
の
農
業
法
人
株
式

会
社
Ｇ
Ｐ
フ
ァ
ー
ム
さ
ん
へ
お
邪

魔
し
、

ハ
ウ
ス

で
の
バ

ナ
ナ
栽

培
を
見

学
さ
せ

て
い
た

だ
き
ま

し
た
。

バ
ナ
ナ
は
熱
帯
植
物
の
印
象
が
強

い
の
で
す
が
、
県
内
で
も
栽
培
で

き
る
と
知
り
、
こ
れ
か
ら
の
農
業

の
可
能
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
で
吸
収
し
た
も
の
を

活
か
し
、
今
後
の
木
更
津
市
の

農
業
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、

日
々
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
向
け
て

農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
向
け
て

木
更
津
市
農
業
委
員
会　

会
長　

安

藤

一

男

視
察
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
！
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米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
と
は
、

米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
（
鈴
木
秀
之
会
長
）

が
、
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
年
）
よ
り
行

っ
て
い
る
「
お
米
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
す
。

一
九
九
九
年
頃
、
未
だ
お
米
の
検
査
と
言
え

ば
、｢

等
級
検
査
」
の
み
が
主
流
で
あ
っ
た

頃
か
ら
、
お
米
の
食
味
に
こ
だ
わ
り
、
ま

た
、
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
「
地
方
・
農
業
・

稲
作
の
復
興
」
を
後
押
し
す
る
べ
く
始
ま
り

ま
し
た
。
受
賞
し
た
お
米
（
生
産
者
）
は
、

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
で
も
高
い
評
価
を
得

て
お
り
、
歴
史
、
規
模
、
認
知
度
と
も
に
国

内
最
大
級
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

　

出
品
数
三
七
二
検
体
で
始
ま
っ
た
コ
ン
ク

ー
ル
は
、
今
や
五
七
〇
〇
検
体
を
越
え
、
国

内
外
最
大
を
誇
る
コ
ン
ク
ー
ル
へ
と
成
長
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
全
国
の
米
ど
こ
ろ
で
開
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
国
際
大
会
へ
と
成
長
し
た

第
十
回
大
会
以
降
、
首
都
圏
で
は
初
め
て
の

開
催
で
す
。
（
県
内
で
の
開
催
は
第
七
回
大

会
以
来
、
十
四
年
ぶ
り
と
な
る
二
回
目
の
開

催
）
。
平
成
二
六
年
度
の
第
十
六
回
大
会

（
青
森
県
田
舎
館
村
）
に
お
い
て
、
本
市
の

お
米
「
に
こ
ま
る
」
の
入
賞
が
契
機
と
な

り
、
木
更
津
市
農
業
協
同
組
合
の
ご
尽
力
の

も
と
、
第
二
一
回
大
会
が
本
市
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
お

米
が
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
本

コ
ン
ク
ー
ル
が
本
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

は
、
本
市
の
農
業
を
支
え
る
生
産
者
の
所
得

向
上
に
寄
与
し
、
地
域
の
農
業
振
興
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
を
契
機
と
し
て
、

良
食
味
米
の
生
産
促
進
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
木

更
津
市
農
業
協
同
組
合
と
の
連
携
の
も
と
推

進
す
る
と
と
も
に
、
「
木
更
津
産
米
を
食
べ

よ
う
条
例
」
に
基
づ
き
、
木
更
津
産
米
の
消

費
拡
大
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
米
の
出
品
は
十
月
一
日
～
十
一
月
六
日

（
送
付
先　

米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
）
で
、

開
催
県
は
通
常
よ
り
安
く
出
品
で
き
ま
す
。

出
品
要
項
の
配
布
は
九
月
か
ら
開
始
さ
れ
る

と
と
も
に
、
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
さ
れ
ま
す
。
折
角
の
地

元
開
催
で
す
。
お
米
の
生
産
者
の
み
な
さ
ま
、

ご
出
品
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

出品期間：10月1日～11月6日

審査対象米：令和元年うるち米　
　　　　　玄米２キロ

送 付 先：米・食味鑑定士協会
〒532-0011
大阪市淀川区西中島

３－12－15

第５新大阪ビル203

※お米の送付先は市ではありません

電　　話：06－6100－1151

Ｆ Ａ Ｘ：06－6100－1150

出品費用：千葉県在住　3,000円

　

機
器
に
よ
る
一
、
二
次
審
査
を

経
て
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
お
米
を
、

コ
ン
ク
ー
ル
当
日
に
審
査
員
が
試

食
し
投
票
す
る
「
最
終
審
査
」
を

行
っ
て
賞
が
決
ま
り
ま
す
。

第
二
一
回

　

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

国
際
大
会
in
木
更
津

（
最
終
審
査
）

日
時　

令
和
元
年
十
一
月
三
〇
日
㈯

　
　
　

及
び
十
二
月
一
日
㈰

会
場　

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
ホ
ー
ル

（
木
更
津
市
か
ず
さ
鎌
足
二　

三　

九)

　

コ
ン
ク
ー
ル
当
日
は
入
場
無
料

で
、
ど
な
た
で
も
入
場
・
見
学
可

能
で
す
。
農
業
関
係
企
業
の
ブ
ー

ス
、
飲
食
ブ
ー
ス
も
出
展
さ
れ
ま

す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
点
・
お
問
い
合
わ
せ
木

更
津
市
農
林
水
産
課
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

（
☎
０
４
３
８　

２
３　

８
４
４
５
）

①
食
味
分
析
計
で
玄
米
分
析
を
行
う

②
穀
粒
判
別
器
に
よ
っ
て
玄
米
整

粒
度
を
測
定

③
食
味
値
が
八
五
点
以
上
で
玄
米

整
粒
度
が
七
五
％
以
上
の
検
体

を
二
次
審
査
へ
選
出

①
一
〇
〇
ｇ
を
精
米
し
、
味
度
計

に
よ
る
数
値
を
測
定

②
一
次
審
査
、
二
次
審
査
の
合
計

に
よ
り
各
部
門
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト

者
を
選
出

①
コ
ン
ク
ー
ル
会
場
で
官
能
審
査

法
に
基
づ
き
炊
飯
す
る

②
鑑
定
士
等
の
専
門
家
を
含
め
た

三
十
名
の
審
査
員
に
よ
り
官
能

審
査
を
行
い
投
票

【
コ
ン
ク
ー
ル
の
概
要
】

【
当
日
の
ご
案
内
】

◎
一
次
審
査
（
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
に
て
）

対
象　

全
出
品
検
体

◎
二
次
審
査
（
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
に
て
）

対
象　

一
次
審
査
で
選
抜
さ
れ
た
検
体

◎
最
終
審
査
（
コ
ン
ク
ー
ル
会
場
に
て
）

対
象　

ノ
ミ
ネ
ー
ト
者

（
最
終
審
査
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ

た
方
は
全
員
入
賞
と
な
り
ま
す
。)

－
－

－
－

：

：

：

：

昨年の第20回大会（岐阜県高山市）
最終審査の様子

《出品のご案内》
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遊
休
農
地
と
は
「
現
に
耕
作
の

目
的
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
引
続

き
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
な
い
と

見
込
ま
れ
る
農
地
」
な
ど
で
す
。

木
更
津
市
に
は
一
二
四
ha
の
遊
休

農
地
が
あ
り
、
管
内
の
農
地
面
積

の
約
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

（
平
成
三
一
年
四
月
一
日
現
在)

優
良
農
地
の
維
持
、
良
好
な
景
観

形
成
の
た
め
に
も
、
遊
休
農
地
の

解
消
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
、
発
生
防
止
と
解
消
、

農
地
の
違
反
転
用
発
生
防
止
対
策

等
を
目
的
に
九
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
現
在
の
農
地
の
利
用
状
況
の

調
査(

農
地
利
用
状
況
調
査)

を
実

施
し
ま
す
。

　

調
査
の
際
に
は
、
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
及
び

職
員
が
農
地
に
立
ち
入
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
利
用
状
況
調
査
の
結
果
、

新
規
に
遊
休
農
地
等
と
な
っ
た
農

地
の
所
有
者
に
対
し
て
、
郵
送
で

そ
の
農
地
の
今
後
の
農
業
上
の
利

用
の
意
向
を
調
査
し
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
は
台
風
の
多
さ
に
悩
ま
さ

れ
、
今
年
は
梅
雨
明
け
が
遅
く
、

な
か
な
か
思
い
通
り
の
お
天
気
と

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
ね
。
今
年

は
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー

ル
の
国
際
大
会
が
木
更
津
市
で
行

わ
れ
ま
す
。
木
更
津
自
慢
の
美
味

し
い
お
米
を
県
外
、
国
外
に
伝
え

る
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
、
頑
張
っ
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

い
よ
い
よ
消
費
税
率
引
き
上
げ

が
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
回
は

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
導
入

さ
れ
る
「
軽
減
税
率
」
に
つ
い
て
、

農
家
の
方
に
影
響
す
る
と
思
わ
れ

る
事
項
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

既
に
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
人

の
飲
用
又
は
食
用
に
供
さ
れ
る
も

の
は
軽
減
税
率
で
あ
る
八
％
が
適

用
さ
れ
る
た
め
、
多
く
の
農
家
の

方
は
売
上
に
対
し
て
八
％
の
税
率

適
用
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

世
間
で
は
持
ち
帰
り
か
否
か
で

適
用
税
率
が
異
な
る
外
食
産
業
の

こ
と
が
騒
が
れ
て
い
ま
す
が
、
農

家
の
方
に
と
っ
て
厄
介
な
の
は
委

託
販
売
手
数
料
の
扱
い
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

農
協
の
販
売
証
明
や
直
売
所
の

支
払
表
に
は
各
種
の
手
数
料
が
記

載
さ
れ
、
手
数
料
控
除
後
の
金
額

が
御
手
元
に
振
り
込
ま
れ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
手
数
料
の
中
に
委

託
販
売
手
数
料
と
言
わ
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

消
費
税
が
ス
タ
ー
ト
し
た
直
後

は
、
委
託
販
売
手
数
料
控
除
前
の

金
額
を
消
費
税
の
課
税
対
象
と
し

て
売
上
を
計
上
し
、
消
費
税
を
計

算
す
る
よ
う
に
指
導
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
途
中
で

そ
の
方
法
が
改
め
ら
れ
、
委
託
販

売
手
数
料
を
差
し
引
い
た
純
額
で

消
費
税
を
計
算
し
て
も
よ
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
消
費
税
に
お
い

て
多
く
の
農
家
の
方
が
採
用
す
る

簡
易
課
税
方
式
に
と
っ
て
非
常
に

有
利
な
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
後
は
売
上
に

対
す
る
税
率
が
軽
減
税
率
で
あ
る

場
合
、
委
託
販
売
手
数
料
の
税
率

が
標
準
税
率
と
な
る
こ
と
か
ら
、

売
上
か
ら
委
託
販
売
手
数
料
を
差

し
引
く
純
額
で
消
費
税
を
計
算
す

る
処
理
を
認
め
な
い
と
す
る
税
務

の
扱
い
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
部
分
は
簡
易
課
税
を
採

用
す
る
農
家
の
方
に
と
っ
て
は
増

税
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
同
時
に
簡
易
課
税
制

度
に
お
け
る
事
業
区
分
が
改
正
さ

れ
、
現
行
農
業
に
お
い
て
は
七
〇

％
と
さ
れ
る
み
な
し
仕
入
れ
率
が

八
〇
％
と
さ
れ
る
こ
と
で
減
税
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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実
施
し
ま
す

編
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記
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集
後
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農
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に
ご
協
力
く
だ
さ
い

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

解
消
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け
て

解
消
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て


